
令和７年度
第１回
保護者会

八王子市立上壱分方小学校

校長 山久保 正治

本日は上壱分方小学校に
ご来校くださり

ありがとうございます。



【合言葉】
よいところ
いっぱいかみいち小

よいところ
伸ばそうかみいち小



【大切にしてほしいこと】

「かんじる心」

「みんなとなかよく」

「いのちとからだ」の３つ



＜人が持っている内面的なスキル・数値では測れない能力＞

前向き、しなやかさ、何とかなる、ねばり強くがんば
る、やり抜く、自分を信じる、役に立ちたい、くじけな
い、へこたれない、仲間とともに（協調性）、敬意、思
いやり（やさしさ）、応用力、対応力、想像力 等

＜非認知能力＞



たくさん遊ぶ（ごっこ遊び 砂遊び 水遊び） 読み聞かせ 工作
様々な人や家族とかかわる 好きなことに没入 等

↓

様々なかかわりの中で、
『人って信じて良いのだな。自分は愛されているんだ。』

という
自分と他者に対する基本的な信頼感がベースになって
徐々に「非認知」的な心の性質が積みあがっていく

＜非認知能力を高めるためには＞



＜教育目標＞ ＊令和５年度から重点目標を（徳）にしました

〇 よく考えてやりぬく子 （知）

◎ 思いやりのある子 （徳）

〇 じょうぶで明るい子 （体）

人と人のかかわり、
あたたかい心、やさしい気持ちを

何より大切にします
『人って信じて良いのだな。自分は愛されているんだな』



＜令和７年度の経営理念＞
人とのかかわりを通して、子供た
ち一人一人の良さや可能性を発揮
し、子供たちが自ら楽しく豊かな
生活を築いていける学校

＜今年度のキーワード＞
『あいさつ』『おもいやり』『しなやかさ』



【今年度のキーワード】

『あいさつ』
～人への敬意～

『おもいやり』
～やさしさの具現化～

『しなやかさ』
～課題への柔軟な姿勢～

子供たちも、保護者も、教職員も、居心地がいい、過ごしやすい学校へ



★一人一人の個性を受け入れ、リスペクトする（しなやかさ）

★子供のよさや可能性が発揮できる場と機会を創出する

★子供の目標（こうなりたい）、めあて（こんなことをがんば
る）、つまづき（ここが分からない）を知り、助言する

★子供の良さに寄り添い、方向づける

★子供たちの考えに共感し（そうかぁ）、認め（すごいなぁ）、
励まし（よく考えたね）、支援し（こんなこともあるよ）、そし
て行動した先の学びを価値付ける（前よりも～なったね）

学校（教師）の役割



１年後 自分はどんな姿になっていたいのか

どんな友達関係を築いて 学校生活をしていたいのか

そうするために 自分は何をするとよいか

友達や先生方と一緒に協力して 生活づくりをする

他人まかせにしない いつも自分事

子供たちに意識してほしいこと



学校経営計画の柱は 5つ

★ 確かな学力

★ 豊かな人間性

★ 健やかな心と体

★ 安全安心な環境

★ 開かれた学校



確かな
学力



★児童が自ら学ぶという児童主体の授業スタイルへ
⇒個別最適な学び・協働的な学習の一体的な充実

★教師は児童の気付きを促す場や機会をつくり課題解決的、
主体的で対話的な授業の実施につとめる

★「導入」「展開１（自力解決）」「展開２（発表検討）」「ま
とめ」の授業構成

★学習用端末利用した互いに学び合う授業

手立て１ ティーチングからコーチングへ



★「できた」「わかった」「もっとしりたい」と思える授業
焦点化（シンプルに）→指導内容を絞る「ゴールの明確化」

視覚化（ビジュアルに）→学習内容をイメージしやすく

共有化（シェア）した授業の展開→子供同士、教員とで学びを確認、拡散
（目標とねらいの明確化・可視化、発問・指示の精選）

★授業のねらいの達成にむけた「しかけ」づくりの充実

手立て２ 授業のユニバーサルデザイン化



＜学校に来たら学習モードにチェンジ！＞
★週３回「朝学習 １５分間」 「補習タイム ２０分間」実施
※短い時間を活用した学習実施（木曜朝 年間３３回）

★各教科等の基礎基本の定着と
学習課題の積み残しゼロで帰宅する

★学期ごとに「ベーシック・ドリル診断テスト」
年２回「はちおうじっ子ミニマム」（第６学年）実施

結果のお知らせ、活用を！

手立て３ 基礎基本の定着



手立て４ 『言葉を大切にした取組』

★「正しい言葉遣い（挨拶、返事を含む）」を意識して

★読書活動に取り組む（読み聞かせ、読書週間）

★詩の暗唱チャレンジに取り組む

たくさんの本や詩から、たくさんの言葉を学ぶ

★言葉の流暢性を高める取組（ＭＩＭ）の実施

個々の伸びやつまづきの分析結果活用（低学年中心）



「児童主体による家庭学習」

宿題 学校からだされる やらされている めんどくさい ＜マイナスのイメージ＞

家庭学習 家庭での大切な自分の時間を、自分のために使う ＜プラスのイメージ＞

「もっと ここが知りたい」 「こんなことをしたい」
「分からなかったから もう一度やってみよう」
「こんどテストで もっと 点数をよくしたい」

子供たちに身に付けてほしいこと（学校が大切にしていること）は

主体性 ＜目的に応じて必要とされる行動を率先して行動する＞

自主性 ＜あらかじめ決められたことを自ら率先して行動する＞

自発性 ＜他人から影響されず自分の意志で行動する（強い意志）＞



★家庭学習という言葉を使用します。原則、家庭学習の主体はあく
までも児童本人、保護者と位置づけて、家庭での学習（取組）は、
各ご家庭で相談して決めて実施
★毎日行う取組は「音読（教科書教材、詩の音読）」のみ
★取組が出るのは、月曜日～木曜日
＊学校に提出なし 学習評価の対象としない（５年生以上）
＊４年生以下でも、徐々にこの形態に移行

「児童主体による家庭学習」

＜学校から＞
〇保護者方々がお子さんの学習状況を把握し、寄り添えるように情報提供します
〇お子さんが保護者の方々と共に主体的に家庭学習に取り組めようにします
〇家庭学習の意義や必要性、学習方法を見える化（可視化）します





例えば…
【1年～】 ○国語の学習進度を先取りするように音読を提示 ○詩の暗唱や言葉集めを提示

【２年～】 ○漢字ドリル、計算ドリル、教科書の適用問題を提示

【3年～】 ○既習事項をドリルパークで復習してから単元の学習がスタートできるように、レディネステストを
2週間程度前に実施・返却

○ドリルパークの取組状況を定期的に価値付け

【4年～】 ○学習の量や質を調整する力が身に付けられるように、漢字小テスト、ワークテストの日程を予告
○1日ノート1ページの自主学習を課題として、定期的に価値付け、称賛するとともに、学習の調整
の仕方について個に応じて助言

【５・６年～】 ○「主体的に学習に取り組む態度」「問題解決能力」が身に付けられるように、年度当初より
自主学習の例を提示

○1日ノート１ページ以上の自主学習を課題として、定期的に（可能な限り短い間隔で）学習の
調整の仕方について個に応じた助言をする

学校からの情報提供（例）

なかなか自分で決めて家庭学習に取り組めない ☛学習用端末を活用したドリル教材 ＆ 担任へ相談



こちらのQRコードを読み取ると、東京都教育委員会のホーム
ページにアクセスできます。ぜひ、ご参考にしてください

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/con
tent/advancement/learning_support/parent



豊かな
人間性



様々な経験を積み重ねて

自尊感情を育む

★自己肯定感 自分はこれでいいんだ

★自己効力感 自分はやればできるんだ

★自己有用感 自分は役にたっているんだ



手立て１ 「あたたかな人間関係づくり
「特別活動」を研究の柱に

主に、年間３５時間実施する学級活動を中心とします

（児童会活動、クラブ活動においても同様）

★違いを認め合い、みんなと共に生きていく力

→人間関係形成

★よりよい集団や社会をつくろうとする力

→社会参画

★なりたい自分に向けてがんばる力

→自己実現

育成を目指す資質・能力の３つの視点



一人一人に良さを引き出す、認める、伸ばす
『やれば できる できなかったとしても 伸びる』（成長実感）

★各種コンクール応募等の実施
ＰＯＰコンテスト 調べる学習コンクール 漢字検定等

★年間を通して一回以上、代表となって活動できるよう配慮
誰にでもチャンスはある（チャンスは平等）！
誰かに任せない、自分がする

★チャレンジ週間の実施
ながなわ たんなわ 持久走 かけ算九九 都道府県暗記 詩の暗唱 等

手立て２ 一人一人のよさを引き出す取組



「いじめアンケート」「生活アンケート」
「子ども見守りシート」「面接」

「いじめを許さない」意識を高める
子供たち一人一人をきめ細かく見る」

★「いじめ」を生みにくい学習・生活環境の構築

★子供たち一人一人の困り感に寄り添った相談活動

★欠席３日目で連絡及び訪問等、保護者の方々との連携を

手立て３ いじめを許さない」意識の向上



★かみいちスタンダード「よくわかる上壱小」周知

★多様な他者の思いや考えに寄り添い、受け入れる意識向上

★教職員の言葉遣いや呼称に配慮し、あたたかな言語環境構築
正しい言葉遣いと礼儀の励行

★より良い学校生活は児童自身で作り上げる意識の醸成

★挨拶の意味理解、挨拶の習慣化に向けた取組（学級活動（２）
児童会活動による取組充実

手立て４ 社会人としての基礎・基本の定着



★一人一人がめあてをもって取り組み、めあてに沿って振り返る
○自己肯定感 自分はこれでいいんだ
○自己効力感 自分はやればできるんだ
○自己有用感 自分は役にたっているんだ

★キャリアパスポートの活用推進
夢や希望、目標をもってなりたい自分を意識した取組の
重視、ポートフォリオ活動

手立て５ キャリア教育を推進
キャリアとは 「自分が生きてきたみちのり、わだち、あしあと」のこと
キャリアパスポート ⇒ 自分のがんばりや努力などを振り返り

成長を自分のものにする 自分の歩みを確かなものにする 未来の自分を作る土台づくり

自分の個性や強みを知る 自立した生き方へつながる
八王子市ブランドメッセージ 『あなたのみちをあるけるまち八王子』



健やかな
心と体



★生活習慣の向上

長期休業期間中
「生活リズム表」「ノーメディアチャレンジ」実施

★健康的な食習慣・生活習慣の確立

栄養士による食育指導 養護教諭による保健指導

手立て 望ましい生活習慣の確立



安全安心
な環境



★低学年チーム、中学年チーム、高学年チーム

★学習面、生活面での諸課題に対し、担任のみならず
複数の教員が解決に向けてチームで対応します

★児童一人一人に寄り添った対応をします
相談できる大人を増やすことが目的です

令和６年度 相談できる大人がいないと回答した児童 ０％

手立て１ 低中高学年ごとのチーム制を導入



高学年での教科担任制（年間通して）実施
全学年で、教科担任、交換授業、交流授業実施

★学年間の学習内容均一化

★児童を多面的に見取る、相談できる大人を増やす

★教員の専門性向上等を目的として実施

★中学校へ向けての準備

手立て２ 様々な形態で授業を実施



★保護者との相談、面談の定期的な実施
★欠席３日目で連絡及び訪問等実施、状況確認と初期対応充実
★登校時の支援体制、別室利用に関する取り決め共通実践
★登校支援コーディネーターによる状況把握及び共通理解促進
★ＳＣとの連携及びＳＳWによる家庭訪問実施
★放課後等デイサービス及びフリースクールとの情報共有及び児
童実態把握
★外部機関への斡旋及び連携、情報共有
★IＣＴを活用した（オンライン）学習活動の推進

手立て３ 登校しない、したくてもできない状況に
ある児童への支援及び相談実施



開かれた
学校



「情報発信」「情報提供」「情報共有」の充実

★保護者・地域の方々に子供たちの様子知ってもらう、
関心をもってもらう

★学校ホームページやHome＆Schoolでの情報発信
★Google classroomした児童への連絡

手立て１ 保護者・地域の方々への積極的な
情報発信の充実



★各学年・各教科及び総合、学校行事で連携・参加

★教育支援ボランティア登録増

★図書ボランティアによる読み聞かせや図書室の整備、学校司書と
の連携

★学校運営協議会主催による地域・保護者協力者募集

手立て２ 保護者、地域の方々を積極的に



アンケートにご協力ください

年度の始めにあたり、保護者の方々の思いや願いをうかが
いたいと思います。質問は２つです。ご協力をお願いいたしま
す。

【質問】
１ 保護者の方は、自分のお子さんに対して、この一年間で、どんな子になって
ほしいと思っていますか

２ 保護者の方は、自分のお子さんに対して、この一年間で、どんなことを頑張
ってほしいと思っていますか



八王子市
部活動改革



少子化や教員の働き方改革など、学校を取り巻く環境が大きく変化する中で、国や都が示す部活動の地域展開の方針を踏まえ、「学校
部活動の再編」と「地域と連携した活動の拡充」からなる「部活動改革」を、令和8年度（2026年度）末までに段階的にすすめています。

これまでのような「部活動は学校で行われるもの（学校が担うもの）」という認識を転換し、「地域の子どもは地域で育てる」仕組みづくり
をめざしています。そして、その実現に向けては、児童・生徒、保護者、地域の皆様のご理解とご協力が必要不可欠です。

子どもたちが生涯にわたり運動やスポーツ、文化・芸術活動に親しめる環境をつくるためにはどうすればよいか、学校だけでなく、保護者
や地域の皆様も当事者としてともに考え、ご協力いただけると幸いです。
このホームページでは、八王子市がこれまで取り組んできた部活動改革について、保護者や市民の皆さんにより理解していただくために
提供した資料を掲載しております。

八王子市ホームページより抜粋









今年度もよろしく
お願いいたします
～ご清聴ありがとうございました～

ONE TEAM Kamiichi

八王子市立上壱分方小学校

校長 山久保 正治


